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5 月 18 日の第 1回臨時会で正副議長選挙、各委員会の委員の選任等が行われ、新体制でのスター
トを切りました。新正副議長のもと、気持ちを新たに一丸となって取り組んでいきます。

特集
議会人事

市民の皆さんの立場から行政を
監視、評価し、幸せと豊かな暮らしを追求していくこ
とが、議員の使命かつ責任です。

本市には、コロナ禍を経て疲弊した経済や社会活動
の回復、新庁舎建設、パルコ閉店後の中心市街地活性
化、行政のデジタル化など、重要問題が山積していま
す。議会は常に市民の皆さんと共に、これらの課題解
決に向けて取り組んでまいります。そのために議員自
身が市民意見の把握に努めると共に自己研鑽を進め、
議会改革にも積極的に取り組んでまいります。

現在松本市は、市庁舎等、先行
きの不透明な課題を多く抱えており、議会が執行機関
に対する監視機能を果たす責務はより一層重大となり
ます。

市長はじめ執行機関の施策について、きちんと民意
が反映されているか、施策決定の過程の透明性は確保
されているか、真に市民益につながっているか等、皆
さま方と共にしっかりと審査し、議長と共に議会の持
つチェック機能をしっかりと果たしていきたいと考え
ています。

第 51代議長第 51代議長　　上條　温上條　温 第53代副議長第 53代副議長　中島　昌子　中島　昌子

【担当する市の仕事の範囲】
総合戦略局、総務部、財政部、危機管理部、
会計課、選挙管理委員会、監査委員に関すること、
他の委員会で担当しないこと

【担当する市の仕事の範囲】
住民自治局、産業振興部、文化観光部、
教育委員会、農業委員会に関すること

【担当する市の仕事の範囲】
健康福祉部、こども部、福祉事務所、
病院局に関すること

【担当する市の仕事の範囲】
環境エネルギー部、交通部、
建設部、上下水道局に関すること

総務総務
委員会委員会

経済文教経済文教
委員会委員会

建設環境建設環境
委員会委員会

村上幸雄　神津ゆかり　宇留賀響 
上條　温　◎川久保文良　○大久保美由紀　犬飼明美　太田更三

菊地　徹　宗田まゆ美　上條美智子　吉村幸代
中島昌子　◎横内裕治　○土屋眞一　若林真一

牛丸仁志　阿部功祐　近藤晴彦　中山英子　花村恵子　こば陽子
◎今井ゆうすけ　○和久井悟

西澤郁弥　上條一正　太田正德
犬飼信雄　◎内田麻美　○塩原孝子　芝山　稔

◎：委員長 ○：副委員長

厚生厚生
委員会委員会
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2 つの特別委員会が設置されました。

市役所新庁舎建設特別委員会

市立病院建設特別委員会

誠の会 開明 まつも都 松本市議会
公明党 政友会 日本共産党

松本市議団 無所属

　宇留賀　響
　土屋　眞一
　若林　真一
　今井ゆうすけ
　犬飼　信雄
　阿部　功祐
○太田　更三

　和久井　悟
　西澤　郁弥
　吉村　幸代
○川久保文良
　上條　　温
　芝山　　稔

　中山　英子
　花村　恵子
○神津ゆかり
　上條　一正
　横内　裕治

　大久保美由紀
　内田　麻美
○上條美智子
　近藤　晴彦

　太田　正德
　牛丸　仁志
○村上　幸雄
　中島　昌子

　宗田まゆ美
　塩原　孝子
○犬飼　明美

こば　陽子

菊地　　徹

会派

平成 21 年に施行した松本市議会基本条例の施策を推進する組織として、3 つの部会が設置されています。議員はいずれ
か 1 つの部会に所属して、「身近な議会」「行動する議会」の実現のために活動しています。

議会基本条例施策推進組織部会

特別委員会

議会を円滑に運営するため
に、議会運営について協議
し、意見等の調整を図るた
めに設けられている常設の
委員会です。

議会運営委員会

○：代表

広報部会

・情報発信
・議会だよりの発行　

・政策提案、政策提言
・議会運営
・議会の機能強化　

政策部会

・市民交流
　（市民参加及び市民連携）
・議会交流
・議会報告会

交流部会担当
すること

担当
すること

担当
すること

改選後の正副議長選挙をはじめとする議会人事が行われました。
そのほか、市有財産の譲渡について（農林漁業体験実習館）など、
市長から提出された11件の議案を原案どおり可決・承認し、監査
委員に若林真一議員、竹本祐子氏を選任する1件の人事議案に同意
しました。

議案と議決結果 各議員の賛否

財産

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 市有財産の譲渡について（農林漁業体験実習館） 経 可決 可決

その他

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

2
3
4

自動車事故に関する和解について 厚 可決 可決

人事

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

5 監査委員の選任について － － 同意

報告

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 松本市市税条例の一部を改正する条例について 総

承認 承認

報 2 松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例について 厚

報 3 令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 11 号） 4 常任

報 4 令和 4 年度松本市水道事業会計補正予算（第 3
号） 建

報 5 令和 4 年度松本市下水道事業会計補正予算（第
3 号） 建

報 6 令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 1 号） 厚

報 7
工事請負契約の締結について（令和 3 年度松本
市エコトピア山田既存廃棄物移設工事）の議決
更正について

総

◆審議結果

メンバー構成は
市議会ホームページを
ご覧ください。

◆ 特別委員会　
◆ 議会運営委員会
◆ 議会基本条例
　 施策推進組織部会

　　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建
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松本市公契約条例や
令和 5 年度松本市一般会計補正予算などを可決

今定例会では、市長から提出された 20件の議案のほか、
1件の請願、4件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶議案審査等の概要は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7 ～ 15 をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 8 号　令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 2 号）
【価格高騰低所得世帯重点支援事業費】

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による経済的負担を軽減するため、
特に家計への影響が大きい低所得世帯に対し、給付金を支給するもの
［対象世帯］　
①国制度分　22,000 世帯
　令和 5 年 6 月 1 日において、世帯全員が令和 5 年度の住民税「均等割」非課税の世帯
②市独自分　200 世帯
　 物価高騰等の影響を受けて令和 5 年 1 月～ 9 月までの家計が予期せず急変し、同一の世帯に属する者全員が令和 5

年度の住民税「均等割」非課税世帯と同様の事情にあると認められる世帯（家計急変世帯）
［支給額］　1 世帯あたり　30,000 円

議案第 3 号　松本市地区福祉ひろば条例の一部を改正する条例　　
議案第 4 号　松本市子育て支援センター条例の一部を改正する条例
　芳川地区みなみ福祉ひろばと芳川こどもプラザが新設されたもの

令和 5年 6月

定例会
6 月 12日～ 29日
（会期 18日間）

陳　情
市民が市政等についての要望や意見を議会へ文書に

より提出するものです。議員の紹介は不要です。

加齢性難聴者の補聴器購入費に対する
公的助成制度創設を求める陳情書

松本市において、加齢性難聴者の補聴器購入に対す
る公的扶助制度創設を求めるもの

➡詳細やその他の陳情については、 
市議会ホームページでご覧いた 
だけます。

人　事
次の人事案件について、同意することに決定しまし

た。

・公平委員会委員　中
なか

嶌
じま

　 昇
しょう

子
こ

　氏

採択

公募により愛称は
「あんさんぶる」

請　願
市民が市政等についての要望や意見を議会へ文書に

より提出するものです。議員の紹介を必要とします。

介護保険制度の改善を求める請願書
介護保険制度の改善を求める趣旨の意見書を国に提

出することを求めるもの

➡詳細については、市議会ホーム 
ページでご覧いただけます。

採択

可決 議会案
実現に向けて国会や関係行政庁に送付しました。

燃料油価格激変緩和対策事業の 
延長を求める意見書

燃料油価格激変緩和対策事業を延長することを国に
求めるもの

➡詳細やその他の議会案については、 
市議会ホームページでご覧いた 
だけます。
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員会では、
議案の審査のほかに、請願、陳情を審査しています。ここではその
一部をお伝えします。

厳しくチェック‼

議案審査等の概要

松本市子育て支援センター条例の 
一部を改正する条例

村井町南のイオンタウン松本村井店内 2 階部分に、
芳川こどもプラザを新設するとともに、小宮こどもプ
ラザの休館日を変更するものです。

こんな意見等が出ました

【委員】
・条例改正により土曜日・日曜日が休館となる小宮こ
どもプラザに関し、利用者への意見聴取や、議会と
の協議が行われなかった。
・小宮こどもプラザの利用者に対して、休館日の変更
について丁寧な説明を求める。
・今後の政策推進に当たっては、議会との協議をはじめ
として、市民意見を反
映できるよう要望する。

【理事者】
・今後は、議会や市民の
皆さまに対し、より丁
寧な説明を行っていき
たい。

議案第 4号可決

芳川こどもプラザ

松本市公契約条例
公契約の適正な履行、地域経済の健全な発展等によ

り市民が豊かで安心して暮らせる地域社会を実現する
ため、公契約に係る基本理念、市及び受注者等の責務
などを定める新たな条例を制定するものです。

こんな質問が出ました

Q 公契約における市独自の労働賃金下限値を規定
しないこととした経過は。

A 国の最低賃金とは別に、公契約における市独自の労
働賃金下限値を定めることについては、松本市公契

約条例検討委員会において、労使双方からそれぞれ意見
があったが、反対の意見を含む慎重な意見が多く出され、
最終的には労働賃金下限
値は定めずに労働環境報
告書の提出等により条例
の実効性を担保していく
ことで意見集約された。
そのため、市としてもこれ
を尊重し、労働賃金下限
値を規定しなかったもの。

議案第 1号可決

公契約で用いる契約書

令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 2 号）
【波田駅周辺整備事業費】

波田駅と波田支所をつなぐ、上高地線の線路下を通
る地下自由通路の詳細設計に先立ち、地質調査を行う
経費を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 波田駅周辺整備基本計画にある「8 つのプロ
ジェクト」のうち、自由通路のみが今回予算化

されたが、その理由は優先順位が最も高いプロジェク
トであるとの判断によるものか。

A 優先順位は、現在、決まってはいないが、自由
通路の工事が最も難易度が高く、また関係機関

との調整に時間がかかる
と考えたため、今回のタ
イミングとなった。今
後、市立病院建設事業の
スケジュールと整合を図
りながら、事業の全体計
画を作成する中で議論、
検討していく。

議案第 8号可決

地下自由通路予定場所

燃料油価格激変緩和対策事業の 
延長を求める陳情

国の燃料油価格激変緩和対策事業（原油価格高騰対
策として、ガソリン価格が一定の水準を超えた際に元
売事業者などに価格抑制の原資を補助金として支給す
るもの）が、令和 5 年 9 月末で終了となることから事
業の延長を求めるものです。

こんな意見が出ました

・いよいよ終了が目前に迫る中で、市民生活への影響
は大きく、採択すべきである。

・現在のレギュラーガソリン価格には補助金が入って
いる。この補助金がなくなった場合、市民生活はも
とより、様々な事業者にも影響を
及ぼすことになり、物価高騰にも
つながるおそれがある。
・ウクライナ情勢のめどが立ってお
らず、原油価格の見通しも立たな
いことから、引き続き政府の支援
策としてしっかり続けていくべき
である。

陳情第 4号採択
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建
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条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市公契約条例 総

可決 可決

2 松本市市税条例の一部を改正する条例 総
3 松本市地区福祉ひろば条例の一部を改正する条例 厚
4 松本市子育て支援センター条例の一部を改正する条例 厚
5 松本市児童館条例の一部を改正する条例 厚
6 松本市体育施設の設置管理等に関する条例の一部を改正する条例 経
7 松本市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 総

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

8 令和５年度松本市一般会計補正予算（第２号） ４常任 可決 可決

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

9 篠ノ井線村井駅東西自由通路新設及び半橋上駅舎整備工事の施行に
関する協定の締結についての議決更正について 建

可決 可決
10 工事請負契約の締結について（令和３年度松本市エコトピア山田既

存廃棄物移設工事）の議決更正について 総

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

11 市有財産の取得について（一般環境大気測定局測定機器等） 建

可決 可決
12 市有財産の取得について（タイヤドーザー） 建
13 市有財産の取得について（グレーダー） 建
14 市有財産の譲渡について（矢久農業生活改善施設） 総

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

15 市道の認定について 建 可決 可決

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

16 建物収去土地明渡等請求事件に係る和解について 総

可決 可決17 松本市の公の施設の利用に関する協議について（公共下水道）（そ
の１） 建

18 松本市の公の施設の利用に関する協議について（公共下水道）（そ
の２） 建

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

19 公平委員会委員の選任について ー ー 同意

報告
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和５年度松本市市街地駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 経 承認 承認

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 1 介護保険制度の改善を求める請願書 厚 採択 採択

陳情
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果回付

委員会
審査
結果

陳 3 加齢性難聴者の補聴器購入費に対する公的助成制度創設を求める陳
情書 厚 採択 －

陳 4 燃料油価格激変緩和対策事業の延長を求める陳情 経 採択 －

陳 5 松本市ハタチの記念式典の改善を求める陳情 経 趣旨
採択 －

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 3 燃料油価格激変緩和対策事業の延長を求める意見書
－ － 可決議 4 介護保険制度の改善を求める意見書

議 5 「健康保険証」の継続を求める意見書
議 6 安全保障関連３文書の閣議決定の撤回を求める意見書 － － 否決

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど
○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）　　　欠：欠席

会派名
議員名

議案
番号

誠の会 開明 まつも都 松本市議会公明党 政友会
日本共産党
松本市議団

無所属

宇
留
賀　
響

土
屋　
眞
一

若
林　
真
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼　
信
雄

阿
部　
功
祐

太
田　
更
三

和
久
井　
悟

西
澤　
郁
弥

吉
村　
幸
代

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

中
山　
英
子

花
村　
恵
子

神
津
ゆ
か
り

上
條　
一
正

横
内　
裕
治

大
久
保
美
由
紀

内
田　
麻
美

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

太
田　
正
德

牛
丸　
仁
志

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

宗
田
ま
ゆ
美

塩
原　
孝
子

犬
飼　
明
美

こ
ば　
陽
子

菊
地　
　
徹

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
請１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議５ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議６ × × × × × × × × × × × 議 × 欠 ○ ○ × ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○

請：請願　　　議：議会案



まつもと市議会だより 
vol.2027 用語

解説

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
市
政
と
は　
　
　
　
　
　
　

・
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題　
　

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
施
策

物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
生
活
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
、
切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
だ

が
、
6
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
価
格
高

騰
低
所
得
世
帯
重
点
支
援
給
付
金
の
み
で

は
不
十
分
で
あ
る
。
給
付
金
の
上
乗
せ
や

水
光
熱
費
へ
の
補
助
、
事
業
者
へ
の
支
援

等
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
は
じ
め
、
財
政
調
整
基
金
等

の
財
源
も
活
用
し
た
対
策
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

総
合
戦
略
室
長　
生
活
者
支
援
と
事
業
者

支
援
の
両
面
か
ら
で
き
る
だ
け
幅
広
い
支

援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
本
定

例
会
で
は
早
急
に
支
援
が
必
要
な
低
所
得

世
帯
へ
の
給
付
金
に
つ
い
て
予
算
計
上
し

た
が
、
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
策
は
、
物

価
高
騰
対
策
に
主
眼
を
置
き
、
適
切
な
時

期
に
予
算
計
上
を
行
っ
て
い
く
。
な
お
、

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
最
大
限
活
用
し
、
現
時
点
で
は
そ
の

他
の
財
源
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

宗そ
う
田だ　
ま
ゆ
美み

・
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
移
行
に
伴
な
う
影

響
と
対
策
に
つ
い
て

現
場
の
実
態

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
5
類
移
行
後
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
時
は
も
と
よ
り
、
平
常
時

も
今
ま
で
ど
お
り
介
護
施
設
に
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
、
相
談
窓
口
機
能
の
継
続

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
保
健
所
の
支
援

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
所
長　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
5
類
移
行
後
も
、
高
齢
者
施

設
等
は
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
踏

ま
え
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
基
本
的

な
支
援
を
当
面
継
続
し
て
い
く
と
の
方
針

を
示
し
て
い
る
。
現
在
も
保
健
所
で
は
、

高
齢
者
施
設
等
へ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時

の
対
応
は
5
類
移
行
以
前
と
同
様
に
行
っ

て
い
る
。
今
後
も

感
染
状
況
や
国
の

動
向
を
踏
ま
え
、

支
援
を
継
続
し
て

い
く
。

QA

QA

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
6月定例会では、24人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

松本市保健所での支援の継続を
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vol.202 8※ 1　松本市男女共同参画計画・女性活躍推進計画　市民とともに協力して男女共同参画社会を実現するために、5 年ごと

に策定している計画
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い　
明あ
け
美み

・
日
本
を
軍
事
大
国
化
さ
せ
な
い
た
め
に

・
子
育
て
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
交
通
体
系　
な
ど

女
性
農
業
委
員
の
増
員

女
性
農
業
者
が
主
体
的
に
農
業
が
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。
女
性
農
業

委
員
の
比
率
を
高
め
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

農
業
委
員
会
長　
松※

１

本
市
男
女
共
同
参
画

計
画
・
女
性
活
躍
推
進
計
画
の
も
と
、
令

和
3
年
の
改
選
で
は
、
女
性
農
業
委
員
の

比
率
は
8
％
か
ら
11
・
5
％
に
上
昇
し

た
。
し
か
し
、
農
業
の
主
な
担
い
手
は
男

性
と
い
う
認
識
や
、
女
性
は
農
業
や
家
事

等
に
お
い
て
役
割
分
担
意
識
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
女
性
農
業
委
員
の
成
り
手
が
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
次
期
改
選
に
向

け
、
地
域
の
女
性
団
体
や
Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
に
は
引
き
続
き
女
性
委
員
の
推
薦
を
積

極
的
に
お
願
い

し
、
農
業
委
員
の

待
遇
改
善
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と

も
に
女
性
に
対
し

農
業
に
関
す
る
広

報
活
動
を
行
う
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
自
転
車
促
進
に
つ
い
て

・
基
幹
博
物
館
に
つ
い
て

・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て　
な
ど

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業

今
年
4
月
の
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

よ
り
、
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
と
し
て
、

今
後
、
利
用
者
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
貸
し

出
し
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

交
通
部
長　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
利
用
者
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
は
、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
専
用
ア
プ
リ
で
周
知
を
行
っ
て

い
る
が
、
着
用
し
て
い
る
方
は
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
、
運
営
事
業
者
に
対
し

て
、
着
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
働

き
か
け
を
行
う
。
本
市
と
し
て
は
、
本
年

秋
頃
を
目
途
に
、
松
本
駅
北
自
転
車
駐
車

場
等
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
先
行
し
て

レ
ン
タ
ル
を
始
め
る
。
な
お
、
松
本
駅
周

辺
の
宿
泊
施
設
や
自
転
車
の
販
売
店
で
の

レ
ン
タ
ル
は
、
事
務
的
な
経
費
の
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

開
明和わ

久く

井い　

悟
さ
と
る

・
中
学
生
の
公
正
公
平
な
生
徒
評
価
に
つ
い
て

・
防
災
に
関
す
る
周
知
徹
底
に
つ
い
て

現
状
の
生
徒
評
価

公
立
高
校
入
試
の
後
期
選
抜
で
は
、
学
力

検
査
の
点
数
と
調
査
書
の
内
容
で
合
否
が

決
定
す
る
。
こ
の
調
査
書
の
点
数
に
影
響

を
与
え
る
総
合
テ
ス
ト
は
、
各
学
校
で
難

易
度
に
差
が
あ
り
公
平
性
に
欠
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
見

解
を
伺
う
。

教
育
監　
学
校
に
よ
っ
て
総
合
テ
ス
ト
の

難
易
度
に
差
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
難
易
度
の
差
が
直
ち
に
調
査
書
の

評
価
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い

学
習
指
導
要
領
で
は
、
重
視
す
べ
き
学
習

評
価
の
観
点
と
し
て
①
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
が
、
大
変
重
要
な
観

点
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ

は
総
合
テ
ス
ト
で
測
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ノ
ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
等
の
記
述
、
授
業
中

の
取
り
組
み
や
発
言
等
で
評
価
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
調
査
書
に
は
②
「
知
識
・
技

能
」、
③
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

と
と
も
に
、
3
つ
の
観
点
に
基
づ
い
た
評
価

を
総
括
し
た
も
の
を
記
載
し
て
い
る
。

QA

QA

QA

女性農業者に対する環境整備と、女性
農業委員の増員に向けて
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※ 2　デジタルサイネージ　公共空間や交通機関等の様々な場所で、ディスプレイ等の電子的な表示機器を使って情報発信
を行うシステム
※ 3　民生部門電力　一般家庭や事業者（産業部門を除く）が消費する電力

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明西に

し
澤ざ
わ　
郁ふ
み
弥や

・
交
通
弱
者
に
つ
い
て

・
道
路
工
事
に
お
け
る
告
知

松
本
駅
お
城
口
の
バ
ス
停

分
か
り
や
す
い
バ
ス
停
に
す
る
に
は
、
バ

ス
停
留
所
の
時
刻
表
交
換
を
自
動
化
し
て

表
示
す
る
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
が
有
用
で
あ

る
と
考
え
る
。
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
は
、
デ※

２

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
、
バ
ス
の
運
行
時

刻
表
に
加
え
、
そ
の
他
の
告
知
や
広
告
等

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す
る
機
能
を
備

え
て
い
る
。
本
市
で
も
設
置
の
検
討
を
し

て
は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

交
通
部
長　
お
城
口
広
場
へ
バ
ス
乗
り
場

を
集
約
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
週
末
に

お
城
口
広
場
に
配
置
し
て
い
る
2
名
の
案

内
人
や
、
観
光
案
内
所
と
連
携
し
て
、
総

合
的
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
案
内
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

開
明吉よ

し
村む
ら　
幸さ
ち
代よ

・
松
本
市
議
選
２
０
２
３
を
振
り
返
っ
て

・
寿
団
地
の
再
編
成

・
伊
勢
町
通
り
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
管
理

松
本
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
姿
勢

近
隣
市
村
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
首
を
傾
げ

る
状
態
が
本
市
で
横
行
し
て
い
る
の
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
何
も
せ
ず
に
放
置
し

続
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

厳
し
い
指
摘
が
あ
る
。
確
か
に
、「
摘
発
す

る
の
は
警
察
だ
か
ら
」
と
い
う
姿
勢
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
何
も
し
な
い
の
も
問

題
だ
。
そ
こ
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
選

挙
運
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
選
挙
運
動
・

政
治
活
動
Ｑ
＆
Ａ
、
寄
附
禁
止
等
に
つ
い

て
掲
載
し
、
周
知
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　
選
挙
に
お
け
る
公
平

公
正
の
確
保
や
、
制
度
の
周
知
、
ま
た
常

時
選
挙
や
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

観
点
か
ら
も
、
大
変
効
果
的
な
提
案
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

伝
え
た
い
事
柄
や
問
い
合
わ
せ
が
多
い
内

容
を
中
心
に
掲
載
内
容
を
検
討
し
、
実
施

し
て
い
く
。
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て

も
、
前
向
き
に
、
大
勢
の
皆
さ
ま
に
選
挙

や
立
候
補
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

開
明芝し

ば
山や
ま　

稔
み
の
る

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

脱
炭
素
先
行
地
域
・
乗
鞍
高
原
の
小
水
力

発
電
所

乗
鞍
高
原
で
使
用
さ
れ
て
い
る
電
気
は
東

京
電
力
霞か

す
み

沢ざ
わ

水
力
発
電
所
（
安
曇
）
か

ら
送
電
さ
れ
て
お
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

電
気
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
え
て
小
水
力

発
電
所
を
つ
く
る
意
味
と
、
そ
れ
が
脱
炭

素
に
な
る
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
地
産
地
消
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
乗
鞍
高
原
で

確
保
す
る
た
め
に
小
水
力
発
電
施
設
を
整

備
す
る
。
今
回
整
備
さ
れ
る
施
設
の
年
間

発
電
量
が
乗
鞍
地
域
に
お
け
る
民※

３

生
部
門

電
力
の
総
需
要
量
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
稼
働
後
、
小
水
力
発
電
由
来
の
電

力
契
約
へ
切
り
替

え
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
内
の
脱

炭
素
が
実
現
す

る
。

QA

QA

QA

発電施設のイメージ（現在奈川地区で
稼働している小水力発電施設）

他
市
で
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
を
導
入
し
て
い
る
事
例
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※４　消費税の裁判　東京地裁平成 2 年 3 月 26 日判決、平成元年（ワ）第 5194 号。大阪地裁平成 2 年 11 月 26 日判
決、平成元年（ワ）第 5180 号損害賠償請求事件
※ 5　信州・まつもと大歌舞伎　松本を代表する夏の風物詩。2008 年に串田和美まつもと市民芸術館総監督と十八代目中
村勘三郎によって始められた歌舞伎公演

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

若わ
か

林ば
や
し　
真し
ん
一い
ち

・
都
市
政
策
に
つ
い
て

・
松
本
ヘ
ル
ス
・
ラ
ボ
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
10
月
か
ら
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
消
費
税
が
直
接
税
か
間

接
税
な
の
か
が
市
民
に
は
分
か
り
づ
ら
い

よ
う
に
思
う
。
私
は
直
接
税
だ
と
考
え
て

お
り
、
消※

４

費
税
の
裁
判
で
も
、
消
費
税
は

預
か
り
税
（
間
接
税
）
で
は
な
い
と
判
決

が
出
て
い
る
。
市
民
が
誤
解
し
な
い
よ
う

分
か
り
や
す
く
説
明
願
い
た
い
。

財
政
部
長　

国
税
庁
が
発
行
し
て
い
る

「
消
費
税
の
あ
ら
ま
し
」
に
は
、「
消
費
税

は
、
消
費
一
般
に
広
く
公
平
に
課
税
す
る

間
接
税
で
す
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
税

の
負
担
者
と
納
税
義
務
者
が
異
な
る
こ
と

か
ら
も
、
消
費
税
は
間
接
税
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
同
じ

間
接
税
で
あ
る
入

湯
税
や
た
ば
こ
税

と
は
納
税
の
仕
組

み
が
異
な
り
複
雑

な
こ
と
か
ら
、
分

か
り
づ
ら
い
税
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

誠
の
会

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
地
域
交
通
に
つ
い
て

・
平
和
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

・
松
本
市
文
書
館
に
つ
い
て　
な
ど

梓
橋
駅
周
辺
の
課
題

梓
川
地
区
の
多
く
の
学
生
は
梓
橋
駅
を
利

用
し
て
い
る
。
県
道
松
本
環
状
高た

き
べ家
線
で

は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
渋
滞
が
発
生
す

る
た
め
、
車
を
降
り
て
踏
切
を
渡
る
学
生

が
お
り
、
危
険
を
感
じ
る
。
対
策
と
し

て
、
①
梓
橋
西
交
差
点
信
号
の
時
差
式

化
、
②
右
折
レ
ー
ン
を
含
む
3
車
線
化
、

③
商
業
店
舗
の
駐
車
場
を
活
用
し
た
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
設
置
等
が
考

え
ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

交
通
部
長　
建
設
部
と
と
も
に
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
長
野
県
、
信
号
機
を
所
管
す

る
警
察
、
交
差
点
の
所
在
地
で
あ
る
安
曇

野
市
と
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、
渋
滞
緩

和
を
図
る
対
策
と

し
て
、
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車

場
設
置
に
つ
い
て

も
安
曇
野
市
と
協

議
を
行
い
、
店
舗

と
の
調
整
を
進
め

る
。

誠
の
会

阿あ

部べ　
功こ
う
祐す
け

・
文
化
振
興
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
松
本
の
魅
力
の
再
発
見
に
つ
い
て

信※
５

州
・
ま
つ
も
と
大
歌
舞
伎

平
成
中
村
座
の
大
き
な
特
色
に
、「
現
実

と
の
融
合
」
が
あ
り
、
舞
台
の
後
方
が
開

く
演
出
が
あ
る
。
姫
路
城
で
の
上
演
で

は
、
最
後
に
舞
台
の
後
方
の
扉
が
開
き
、

夕
方
日
没
前
の
姫
路
城
が
現
れ
る
演
出
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
歌
舞
伎
に
加
え

て
、
今
後
、
松
本
城
で
の
開
催
も
含
め
て

研
究
し
て
ほ
し
い
が
、
市
の
見
解
は
。

文
化
観
光
部
長　
ま
ず
は
、
今
後
も
定
期

的
な
歌
舞
伎
公
演
の
開
催
に
注
力
し
て
い

く
。
ま
た
、
開
催
内
容
に
つ
い
て
も
、
芸

術
監
督
団
の
芸
術
性
と
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
松
本
ら
し
い
歌
舞
伎
公
演
を
目

指
し
て
い
く
。
議
員
提
案
の
松
本
城
で
の

歌
舞
伎
公
演
に
つ

い
て
は
、
お
城
と

の
親
和
性
も
高
い

た
め
、
開
催
の
実

現
を
研
究
し
て
い

く
。

QA

QA

QA

消費税の分かりやすい説明を

梓橋西交差点の安全確保を

信州・まつもと大歌舞伎のフラッグ
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

牛う
し
丸ま
る　
仁ひ
と
志し

・
公
共
交
通
に
つ
い
て

・
市
立
病
院
に
つ
い
て

・
自
転
車
推
進
と
安
全
対
策
に
つ
い
て　
な
ど

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
支
援

健
康
づ
く
り
推
進
員
が
廃
止
さ
れ
た
地
区

が
あ
る
が
、
各
地
区
の
健
康
事
業
が
後
退

し
な
い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
令
和

5
年
度
以
降
、
具
体
的
な
活
動
は
各
地
区

と
協
議
し
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
の
方
法
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

見
直
し
の
結
果
、
8
地
区
が
継
続
、
27
地

区
が
廃
止
と
な
っ
た
。
継
続
地
区
は
、
推

進
員
が
主
体
的
に
地
区
の
状
況
に
合
わ
せ

た
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
区

担
当
保
健
師
が
情
報
提
供
や
相
談
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
廃
止
地
区
は
、
地
区
担
当

保
健
師
が
健
康
・
福
祉
分
野
の
地
区
担
当

職
員
と
と
も
に
、
既
存
の
地
区
組
織
と
協

働
し
、
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
、
健
康
講

座
等
の
健
康
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
ま
で
推
進
員
を
介
し
て
行
っ
て
き
た

健
康
情
報
は
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を

利
用
し
て
発
信
し
て
い
く
。

政
友
会

中な
か
島じ
ま　
昌ま
さ
子こ

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

・
第
82
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
27
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

お
も
て
な
し
精
神
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み

令
和
10
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
合
わ
せ
、
3
年
計
画
ぐ
ら
い
で
公
衆

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
、
市
全
体
に
き

れ
い
な
ト
イ
レ
を
整
備
し
、「
日
本
一
き

れ
い
な
ト
イ
レ
の
ま
ち
松
本
」
を
表
明
し

て
は
ど
う
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
洋
式
化
を
望
ま
な
い
声
も
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
社
会
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
が
進
む
中
で
、
公
衆
ト
イ
レ

の
洋
式
化
は
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
と
考

え
、
5
年
を
め
ど
に
原
則
洋
式
化
を
目
指

し
て
い
く
。
現
状
を
把
握
し
た
上
で
経
費

等
を
精
査
し
、
優
先
順
位
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
早
急
に
取
り

ま
と
め
る
。
衛
生

的
で
使
い
や
す
い

ト
イ
レ
を
提
供
で

き
る
環
境
を
整
え

た
あ
か
つ
き
に
表

明
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

松
本
市
議
会
公
明
党

大お
お
久く

保ぼ　
美み

由ゆ

紀き

・
観
光
客
の
満
足
度
Ｕ
Ｐ
に
関
し
て

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
し
て　

ア
ル
プ
ス
公
園
の
ア
ル
プ
ス
ド
リ
ー
ム

コ
ー
ス
タ
ー
と
松
本
城
の
待
ち
時
間
解
消

ド
リ
ー
ム
コ
ー
ス
タ
ー
は
、
連
休
時
に
は

2
時
間
待
ち
と
の
こ
と
だ
が
、
整
理
券
配

布
等
の
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

松
本
城
で
も
同
様
の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

文
化
観
光
部
長　
ド
リ
ー
ム
コ
ー
ス
タ
ー

は
、
早
急
の
対
応
と
し
て
、
入
口
付
近
に

混
雑
状
況
把
握
の
た
め
の
待
機
時
間
表
記

と
、
一
定
以
上
の
待
機
時
間
が
発
生
し
た

場
合
の
整
理
券
配
布
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
次
期
混
雑
時
の
運
用
に
向
け
、
指

定
管
理
者
と
協
議
の
上
、
整
理
券
使
用
等

の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
松
本
城

は
、
待
ち
時
間
が
90
分
に
達
し
た
後
、
希

望
す
る
来
場
者
へ

整
理
券
を
配
布
し

て
い
る
。
今
後

は
、
整
理
券
配
布

前
の
待
ち
時
間
の

短
縮
の
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

令和３年度に洋式化した縄手西公衆ト
イレ

アルプス公園のアルプスドリームコー
スター
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

松
本
市
議
会
公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

・
が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
等
助
成
事
業
（
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
）
に
つ
い
て

町
会
の
デ
ジ
タ
ル
担
当

デ
ジ
タ
ル
分
野
を
苦
手
と
す
る
町
会
役
員

の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
若

い
世
代
の
町
会
住
民
を
町
会
担
当
の
デ
ジ

タ
ル
委
員
と
し
て
配
置
す
る
よ
う
な
仕
組

み
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

住
民
自
治
局
長　
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
若
い
世
代
等

デ
ジ
タ
ル
に
な
じ
み
の
あ
る
方
が
推
進
役

と
な
る
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
と
考
え
る
。

ま
た
、
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

役
割
を
設
け
る
こ
と
は
、
若
い
世
代
が
町

会
運
営
に
参
画
す
る
機
会
の
拡
大
に
も
つ

な
が
る
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
委
員
の
よ
う

な
役
を
町
会
に
設
け
る
こ
と
は
、
町
会
の

意
向
が
重
要
と
な

る
の
で
、
今
後
、

町
会
連
合
会
と
と

も
に
研
究
を
進
め

て
い
く
。

松
本
市
議
会
公
明
党

上か
み

條じ
ょ
う　
美み

智ち

子こ

・
住
民
自
治
等
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

・
生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
つ
い
て

・
環
境
に
優
し
い
農
産
物
に
つ
い
て　
な
ど

河
川
一
斉
清
掃
の
実
態
と
対
応

令
和
4
年
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
長

か
ら
「
河
川
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
そ
の
実

態
と
と
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
改
め
て
考

え
を
伺
う
。

市
長　
河
川
清
掃
の
実
態
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
昨
年
度
３
３
８
町
会
の
う
ち
未
実

施
の
町
会
は
１
１
１
に
上
り
、
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
度
に
比
べ
20
％
増
加
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
加
え
、
人
手
不
足
や
高
齢

化
を
理
由
に
実
施
を
見
送
っ
た
町
会
も
あ

る
。
清
掃
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
自
治
の
在
り
方
や
地
域
の
支
え
合
い

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
清
掃
の
先
に
あ

る
大
き
な
問
題
に

踏
み
込
む
段
階
に

き
て
い
る
。
多
様

な
主
体
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
働
き

か
け
や
枠
組
み
づ

く
り
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

松
本
市
議
会
公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

・
住
宅
行
政
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画
の
策
定

国
は
、
今
年
度
か
ら
適
切
な
修
繕
工
事
を

実
施
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
所
有
者
の
次
年
度

の
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
、
マ
ン
シ
ョ

ン
長
寿
命
化
税
制
を
創
設
し
た
。
こ
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
自
治
体
で
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
12
月
末
時
点
で
、

県
内
で
策
定
予
定
が
あ
る
の
は
、
長
野
市

と
須
坂
市
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
策

定
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

建
設
部
長　
本
市
で
は
、
今
年
度
松※

６

本
市

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
推
進
計
画
を
内
包
し
た
計
画
と
す

る
よ
う
作
業

を
進
め
、
今

年
度
末
ま
で

に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

QA

QA

QA

町会のデジタル化

河川一斉清掃の風景

今
年
度
見
直
し
を
行
う
プ
ラ
ン



まつもと市議会だより 
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
子
ど
も
子
育
て
若
者
支
援

若
者
の
ひ
き
こ
も
り

市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
ひ
き
こ
も
り
の
正
し
い

理
解
と
支
援
の
た
め
に
、
相
談
を
受
け
る

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
、
ご
家
族

に
向
け
た
勉
強
会
を
、
県
と
松
本
市
保
健

所
が
合
同
し
て
広
域
的
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
の
方

や
ご
家
族
が
安
心
で
き
る
相
談
体
制
や
居

場
所
づ
く
り
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も

に
、
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
広

く
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
次
長　
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
課
青
少
年
ホ
ー
ム
が
、
青
少
年
を
対
象

と
し
た
講
座
の
開
催
や
居
場
所
の
提
供
と

併
せ
て
、
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

周
知
啓
発
事
業
を
担
当
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
今
年
度
か
ら
ひ
き
こ
も
り
の
理

解
と
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
研
修

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
。

ま
つ
も
都

花は
な
村む
ら　
恵け
い
子こ

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
高
齢
者
施
策

・
パ
ル
コ
撤
退
後
の
ま
ち
づ
く
り　
な
ど

松
本
マ
ラ
ソ
ン
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

松
本
マ
ラ
ソ
ン
は
、
毎
年
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
ラ
ン
ナ
ー
が
減
っ
て
い
る
。
魅
力
的
な

大
会
と
す
る
た
め
、
お
も
て
な
し
に
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
、
現
状
の
課
題
と

取
り
組
み
を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
本
部
長　
昨
年
開
催
し
た
大
会

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
評
価
等
か

ら
、
コ
ー
ス
中
盤
以
降
の
エ※

７

イ
ド
食
や
応

援
の
少
な
さ
に
よ
る
お
も
て
な
し
の
不
足

は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
満
足
度
に
直
結
す
る
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
お
も
て
な

し
充
実
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
エ
イ
ド
の

充
実
と
考
え
、
今
年
の
大
会
で
は
、
コ
ー

ス
中
盤
の
「
難
所
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア

で
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
「
食
」
に
特

化
し
た
超
お
も
て
な
し
企
画
を
行
う
。
信

州
産
リ
ン
ゴ
、
信
州
お
や
き
、
信
州
そ

ば
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
山
賊
焼
き
、
野

沢
菜
等
の
漬
物
、
味
噌
汁
等
も
提
供
予
定

で
、
松
本
ら
し
さ
と
お
も
て
な
し
あ
ふ
れ

る
松
本
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
地
域
に
定
着
す

る
よ
う
、
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
つ
も
都

中な
か
山や
ま　
英え
い
子こ

・「
商
都
松
本
」
に
つ
い
て

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
つ
い
て

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
ま
ち
づ
く
り

5
年
後
の
両
大
会
の
開
催
を
ま
ち
づ
く
り

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
一
過
性
の
も

の
に
し
な
い
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
も
踏
ま
え
、
両
大
会
に
向
け
た
市
長
の

決
意
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
令
和
の
時
代
に
国
ス
ポ
、
全
障
ス

ポ
を
開
催
す
る
意
義
は
、
全
て
の
人
が
暮

ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ

る
こ
と
に
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
視
点
か
ら

は
、
健
常
者
と
障
害
の
あ
る
人
が
同
じ
目

線
に
立
ち
、
対
等
な
立
場
で
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
一
緒
に
楽
し
み
、
競
い

合
え
る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
、
年
代
を
超
え

て
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
障
害
の
あ
る
人
が
生
活
し
に
く
い

と
感
じ
る
部
分
に
光
を
当
て
、
ま
ち
全
体

を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
く
り
か

え
る
動
き
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

QA

QA

QA
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
ご
み
の
収
集
体
制
に
つ
い
て

・
職
員
の
健
康
管
理

ご
み
の
戸
別
収
集
・
直
接
収
集
の
取
り
組
み

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ

る
方
で
、
①
ご
み
出
し
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
場
合
、
②
自
宅
に
ご
み
が
溜
ま
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
ま
た
、
③
高
齢
者
が
亡

く
な
り
、
遺
品
整
理
等
で
多
量
の
廃
棄
物

の
処
理
を
必
要
と
す
る
場
合
、
市
の
ご
み

収
集
の
体
制
を
伺
う
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
①
介
護
保
険
制

度
や
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
ほ

か
、
地
域
内
で
の
助
け
合
い
に
よ
り
、
町

会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
排
出
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
②
③
収

集
運
搬
許
可
業
者
に
よ
る
個
別
収
集
、
ま

た
は
親
族
の
方
に
よ
る
松
本
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
等
へ
の
直
接
搬
入
を
案
内
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ご
み
を
溜
め
て
し
ま
わ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
を
活
用
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
親
族

が
い
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を
取

り
、
片
付
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
つ
も
都

上か
み

條じ
ょ
う　
一か
ず
正ま
さ

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
観
光
行
政

・
重
点
戦
略　
な
ど

松
本
へ
の
想
い

松
本
の
代
名
詞
に
松
本
山
雅
を
加
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
信※

８

州
ダ
ー
ビ
ー
の
敗
戦

を
、
松
本
山
雅
を
通
し
た
松
本
市
へ
の
想

い
の
視
点
で
ど
の
様
に
受
け
止
め
た
か
。

市
長　
（「
腸

は
ら
わ
た

が
煮
え
く
り
返
る
」
と
表

現
し
た
）
議
員
に
き
わ
め
て
近
い
感
情
を

抱
い
た
。
こ
れ
は
、
松
本
山
雅
が
ス
ポ
ー
ツ

の
枠
を
超
え
る
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
と
思

う
。
歴
史
を
た
ど
る
と
、
松
本
市
が
長
野

市
を
凌り

ょ
う
駕が

す
る
も
の
の
一
つ
が
松
本
山
雅

で
あ
っ
た
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の

敗
戦
を
受
け
入
れ
が
た
く
感
じ
た
の
で
は

な
い
か
。
松
本
山
雅
以
外
で
も
「
三
ガ
ク

都
」
の
魅
力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
国
内

外
の
方
か
ら
選
ば

れ
る
ま
ち
に
し
た

い
と
い
う
想
い
を

強
く
し
た
。
信
州

ダ
ー
ビ
ー
の
リ
ベ

ン
ジ
と
Ｊ
２
昇
格

の
た
め
に
応
援
を

続
け
て
い
き
た
い
。

無
所
属

こ
ば　
陽よ
う
子こ

・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
と
教
員

負
担
の
バ
ラ
ン
ス

学
校
に
お
け
る
現
存
の
問
題
や
、
教
員
負

担
軽
減
等
の
取
り
組
み
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

教
育
長　

日
本
の
学
校
に
お
け
る
学
び

は
、
教
師
主
導
の
画
一
的
・
均
質
的
な
も

の
か
ら
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
学
び
そ

の
も
の
に
向
か
う
力
を
育
む
も
の
へ
と
脱

却
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
あ

る
学
校
の
授
業
の
在
り
方
や
学
び
の
環
境

を
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
て
編
み
直
し
、

子
ど
も
が
心
か
ら
楽
し
い
と
思
い
、
自
己

肯
定
感
や
成
長
感
を
実
感
で
き
る
学
び
を

実
現
す
る
こ
と
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
学
校
づ
く
り
、
学
び
づ
く
り
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
遠
回
り
の
よ
う
で
も
教

職
員
の
働
き
甲
斐
と
働
き
や
す
さ
に
つ
な

が
る
道
と
考
え
る
。
こ
の
動
き
が
先
生
方

に
と
っ
て
も
主
体
的
な
も
の
と
な
る
よ
う

「
子
ど
も
が
主
人
公
と
な
る
学
び
」
の
姿

を
共
有
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
学
校
現

場
の
環
境
改
善
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

QA

QA

QA
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まつもと市議会だより 
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解説

質問項目

無
所
属

菊き
く
地ち　

徹
と
お
る

・
森
林
再
生
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

庁
内
横
断
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

を
、
着
実
に
実
施
、
加
速
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体
制
で

挑
む
の
か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
一
昨
年
の
組
織
改
編
で
部
の
名
称

を
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
」
に
改
め
、
地

球
温
暖
化
と
い
う
視
点
を
前
面
に
掲
げ
、

環
境
政
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在

は
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
を
中
心
と
し

て
、
先
駆
的
な
事
業
に
部
局
横
断
を
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
現
在

の
ス
ピ
ー
ド
感
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
よ
り
横
断
的
で
機
動
性
の
高
い

体
制
が
必
要
だ
と
い
う
問
題
意
識
を
抱
い

て
い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
政
策
を
全
面
展

開
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
体
制

が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
、
具
体
的
な
検

討
に
着
手
す
る
。

QA

ゼロカーボン政策

開　明（7名）
上條敦重、吉村幸代、今井ゆうすけ、
川久保文良、上條温、芝山稔、
土屋眞一（4月脱会）

収入 1,750,000 円
返還※ 229,160 円
支出 0 円

残額 1,520,840 円
※返還……所属議員数減のため

日本共産党松本市議団（4名）

塩原孝子、澤田佐久子、
犬飼明美、池田国昭

収入 1,000,000 円
支出 186,400 円
研究研修費 53,000 円
資料購入費 77,881 円
広報費 36,250 円
その他の経費 19,269 円
残額 813,600 円

政友会（6名）

牛丸仁志、古沢明子、村上幸雄、
中島昌子、上條俊道、柿澤潔

収入 1,500,000 円
支出 1,370,351 円
研究研修費 690,280 円
調査旅費 674,452 円
その他の経費 5,619 円
残額 129,649 円

無所属（2名）

横内裕治、田口輝子

収入 500,000 円
支出 168,796 円
研究研修費 60,000 円
資料購入費 108,796 円

残額 331,204 円

誠の会（4名）

若林真一、阿部功祐、
犬飼信雄、太田更三

収入 1,000,000 円
支出 76,921 円
資料購入費 72,760 円
その他の経費 4,161 円

残額 923,079 円

無所属（1名）

上條一正

収入 250,000 円
支出 248,882 円
研究研修費 43,620 円
資料作成費 5,200 円
広報費 200,062 円

残額 1,118 円

公明党（4名）

内田麻美、上條美智子、
近藤晴彦、勝野智行（12月辞職）

収入 1,000,000 円
返還※ 62,490 円
支出 95,297 円
研究研修費 80,880 円
その他の経費 14,417 円
残額 842,213 円
※返還……所属議員数減のため

無所属（1名）

神津ゆかり

収入 250,000 円
支出 249,082 円
資料購入費 40,800 円
広報費 208,282 円

残額 918 円

令和 4年度　政務活動費の収支状況
政務活動費は、議員の調査研究などの活動に必要な経費として交付されています。
松本市では議員 1人当たり年額 25万円が会派（1人会派も含む）に交付されます。
各会派は、年度の終わりに議長へ収支報告書を領収書の写しなどを添えて提出し、
残額分は市長に返還しました。収支状況は次のとおりです。
※政務活動費の支出の一切の責任は各会派にあります。

収支報告書・活動報告書・領収書
の写しは、議会事務
局で閲覧、または市
議会ホームページで
ご覧いただけます。

�※脱会後、無所属土屋眞一議員は交付申請がありませんでした。
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べての人たちの安全・安心、それが究
極の観戦サービスだと考えます。

サッカーは、世界中で愛され国や文
化が異なるため、ルールでは解決でき
ないこともあります。大切なことは相
手への思いやりやフェアプレーの精
神。そのような文化が醸成され、山雅
独特のスタイルになりサポーターや市
民の方々の誇りや自慢できるような存
在になることが望まれます。全ての方
に「松本山雅、サポーターの応援、ア
ルウィンの雰囲気、松本って素晴らし
いですね」と言ってもらえるように、
皆さんの想いを結集して、アルウィン
や松本市が最高の雰囲気になるように
努めたいです。

松本山雅のスタッフとして松本へ
の想いは？

地元高校卒業後、大学でスポーツマ
ネジメントを学びました。前職の横浜
F・マリノスが山雅と対戦した 2015
年にボランティアさんと一緒に帰省し
たのですが、一緒に
街中を歩いている私
たちに、お会いした
女性から「ようこそ
松本へ」と声をかけ
てもらいました。自
分のホームタウンで
このようなおもてな
しの心で迎えてくれ
たことはとても誇ら
しい気持ちになり、
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松本山雅を支える運営スタッフ
～全ての皆さまに

安全に楽しい試合を提供するために～
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J3リーグ松本山雅FCの試合は、多
くの方の関わりにより私たちが楽しく観
戦できています。今回は、観客に見え
ないところで試合運営を取りまとめて
いる、㈱松本山雅 運営部　部長 曽根
原克朗さんに、運営の役割や松本山雅
を通しての松本への想いを聞きました。

運営スタッフの役割はなんです
か？

ホームの試合では、興行運営の全体
統括を務めます。主に、ご来場される
ファン・サポーター、試合開催に関わ
る関係者が安全安心に 1 日を過ごし
ていただけるように、施設・交通アク
セス・警備などの調整や準備をします。

試合のないときは、次の主催試合に
向けての準備や反省点、ファン・サ
ポーターからのご意見を伺い、アル
ウィンの試合がもっと盛り上がるよう
にする改善や準備、調整を行います。

ホームの試合で一番気を付けてい
ることは？

運営の本分は、スタジアムに集うす

いつか山雅で働いてみたいと思いまし
た。

日頃から、多くの方に声をかけても
らいますが、市民の皆さんが山雅にい
ろんな形で関わっていることを実感し
ています。自分事と捉えてくれている
皆さんの気持ちや期待に応えていきた
いです。

ホームタウンの松本市に望むこと
はありますか？

日本の 1,700 ほどの市町村に対し、
J リーグのクラブ数は、たった 60 で
す。サッカーのある生活が当たり前の
ようになった方も多くおられますが、
こういう想いができる人はそれほど多
くありません。

市民の皆さんのためになることや、
県外や世界に松本の魅力発信する際に
は、松本山雅をどんどん利用してもら
いたいです。また、市議会もスポーツ
を使って市民の生活が豊かになるよう
な政策を提言していただきたいです。

（株）松本山雅 運営部　部長
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